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小児がん相談室編集後記 

新型コロナウイルスに関して 
 

静岡県立こども病院 小児がん相談室発行 

かきつばたの花言葉は「幸福は必ず訪れる」です 

 

 

 
 

静岡県内の助成制度が充実 

 世界は新型コロナウイルスで混乱しています。相

談室でも「外に出るのが怖い」「学校に行っていい

のかな？」という相談を受けます。今、世界中の人

が、皆さんが治療を受けているときのように「うつ

ったらどうしよう」とおびえているのです。だから

冷静に考えましょう。やることは今までと同じで

す。「3 密」を避け、手洗い・うがい・人にうつさな

いためのマスク装着の励行、よく眠り、よく食べ、

よく笑い、ソーシャルディスタンスを維持しながら

適度に体を動かす、なのです。小児がんのお子さん

やご家族はとても意識が高いです。今回の騒動は不

安や孤独との戦いでもあります。あまり悲嘆しない

で、今まで行ってきたことを続けていきましょう。 

相談室は循環換気システムを装備しています。ま

た、相談を受ける前後の手洗い、マスク装着を徹底

しています。お子様が遊んだおもちゃは、その都度

アルコール不織布で念入りに拭いています。さら

に、対面せず電話やメールでの相談もできますの

で、安心して相談室を活用してください。 

 

 令和 2 年度から、県内すべての市町村で「若年性

がん支援事業」が整備され、妊孕性温存治療（思春

期患者さんに対して、治療による影響を考慮し、事

前に精子や卵子を凍結保存する）やウィッグなどの

医療用補正具購入、治療が困難となった患者さんを

対象に、居宅サービスや福祉用具購入など在宅療養

生活支援が導入されます。それぞれ助成金額が異な

ります。具体的な相談は、小児がん相談室で応需し

ておりますので、お気軽にお越しください。 

 

イベントのお知らせ 

予防接種打ち直しの助成が少しずつ始まりました 

「ほほえみの会」定例会 
当面自粛になっております 

「Ohana」サマーキャンプ 
現在開催を検討中です。決定次第、  

相談室のホームページでお知らせします 

「若者のためのピアサロン」 
 現在検討中です。コロナウイルスの状

況で開催決定します 

 

 新型コロナウイルスの影響が世界中に広
がり、終息が見えない中で不安も多いと思
います。こども病院も職員一丸となって対
策を講じておりますが、見えない敵に対し
ていつまでこの状態が続くのか・・・。医療
者も決して不安でないわけではありませ
ん。でも、こんなときだからこそ、心を穏や
かに過ごしていきたいと思います。「春の来
ない冬はない、それがどんなに寒く長い冬
でも」と信じて！     かとゆ         

 造血細胞移植後などで、予防接種のやり直しをし
なければならない場合、自費接種になることが多い
です。しかし静岡県では、少しずつ助成が始まって
います。  

 

 

 

#助成対象自治体 

 

 

 

・焼津市 

 

 

・藤枝市 

 

 

・浜松市 

 

 

・静岡市 

 

 

・三島市 

 

 

・磐田市 

 

 

・袋井市 

 

 

・熱海市 

 

 

費用は一旦 

 

 

 

お支払いいただき、 

 

 

 

ご家族がお住まいの 

 

 

 

自治体で払い戻し 

 

 

 

手続きとなります 

 

 

 

・島田市 

 

 


